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旨
 分娩障害や未熟児の精神発達に関しては,正常分娩との間に差異を認め左いもの,遅滞を認め
 るものなど多くの報告があるが,必ずしも一致した見解は得られていない。さらに乳幼児期の精
 神発達を論ずる場合には,知的発達のみ左らず,情緒発達についても考慮さるべきであるがこの
 種の報告は少左い。そこで著者は,2～4オの分娩障害児について,'そ『の精神発達,情緒発達に
 於ける遅滞,問題の有無を検討し,2,5の知見を得たので報告する。
 調査対象および調査方法
 調査対象:国立仙台病院産婦人科にむいて,昭和55年9月1日から昭和56年8月51日の
 闊に出生した2創5オ児のうち,分娩障害児144例,対照として無差別に選んだ正常分娩児
 53例を亙群・仙台市北保.健所に赴ける5オ児検診より,分娩障害児76例,正常分娩児194
 .例を同じく無差別に抽出豆群とし秘分娩障害群には1群は異常分娩66例,未熟児21例,仮
 死"例,高度の妊娠中毒症コ9例,及び以上の異常を合併した重複異常27例,互群は異常分
 娩38例,未熟児16例,仮死2例,姙娠中難症15例,重複異常7例が含まれる。
 調査方法:1群ではアンケートにより家族構成,養育者・,躾,精神発達,情緒発達に関する回
 答を求め,さらに母子共に面接,行動観察を行ない,津守・稲毛式乳幼児精神発達診断法により
 精神発達を検討し鵡特に情緒問題児には・10ケ月後に同様の調査を行ない,その経過を観察
 した。直群では母子共の面接より同様の調査をなしたが,精神発達検査には愛育研究所簡易検査
 法を用いた。なお問題を認めた一部・1群28例,豆群2例に脳波検査を施行した。
 調査成績・
 母親の訴え二かんしやく,落着きなさ,身体的不安,食事に関すろものが多く,正常分娩群,
 分娩障害群ともに内容,程度もほy等しく,分娩障害児に特別の関心,不安は抱かれてい左い。
 精神発達検査成績:DQ平均値は1群の正常分娩群10Z6,分娩障害群110.8,■群では夫々
 把92・10Z1であり・1,丑群共正常分娩群,分娩障害詳聞に差異を認めない。しかし上記診
 断法を構成・する要素中,【t運動評お・となとの交渉"tくこどもとの交渉・・tt食事"賦排泄"{く生活習
 慣,,騨言語,,に細いて発達遅滞を正常分娩群7甥,分娩障害群32例に認め,分娩蹄書辞就中重
 複異常,未熟児に多い傾向がみられた。
 情緒発達:1群では正常分娩群4例(10.8%),分娩障害群25例(22、7%),丑群では夫々
 9例(4.6%)・20例(26.3%)に問題症例を見出し,分娩障害群に多い傾向を示した。内容別
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 にみると,落着きのなさ(1群∬2雷4.7922,P<:O.05,豆群♂嵩痛一1.80,p〈0.0電),高度の
 かんしやく(丑群♂一12.24・P《0.01),攻撃的傾向(π群♂一18.91,P<0.01)が分娩障
 害群に多発した。これらの問題症例のDQ平均値は・正常分娩群1群104.ア,豆群106.9,分娩
 陳書群1群1".2・H群マ00.7であり情緒障害との間に関連性はみられなかった。
 痙攣:1群では正常分娩群1例(1.8%),分娩障害群7例(4.8%),∬群では夫々16例
 (8.2¢5),12例(15.8%)にみられ,両群間に差異を認めず,分娩障害群のDQ平均値にも1群
 108.8,且群105づで差異を認めなかったが1群7例,亘群8例に情緒障害合併がみられた。
 身体的欠陥,奇形:1群では正常分娩群5例,分娩障害群16例,丑群では夫々5例,9例に
 みられ,E群にのみ分娩障害群に多ぐ出現したが(∬2-955,P<0.01),精神発達,情緒発達
 には,明らかな関連性を見出せなかった。
 養育壌境:家族構成,養育者には正常分娩群・分娩障害群間に明らかな差異はみられなかった
 頭も情緒問題児には躾上の偏りをむしろ正常分娩群に多い傾向を認めた。
 10ケ月後の経過:情緒問題児1群29例の8例に幾分改善め傾向がみられたのみで,他は全く
 不変であった。
 脳波検査:正常分娩群6例,分娩障害群24例中前者の2例,後者のア例に異常所見を認め,
 特に後者では未熟児7例中3例,重複異常司例中2例がこの中に含まれた。
結語
 以上の調査成績を総括すると,マ)正常分娩群,分娩障害詳聞にDQ面では差異を認めないが・
 かんしゃぐ,落着きなさ,攻撃的傾向などの情緒発達上の問題は多発傾向を明らかに後者に認め
 た。2)痙攣,身体的欠陥・奇形の出現は,前者では両群間に差異を認めず,後二者では分娩障
 害群に多発傾向を認めた。これらの障害と精神発達との関連性は,前者に情緒問題合併の多発傾
 向を認めた以外には何等の有意性を認められなかった。
 これらの結果より分娩障害の情緒発達に及ぼす影響を注目すべきことを強調したい。.
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 審査結果の要旨
 分野瞳害児や未熟児に驚ける精神発達に関しては,正常分換児との間に差異を認めないとするも
 のから,遅,帝を認めるもの設であり見解の一致をみない。精神発達をみ・るためには,知的発達のみ
 ならず,情緒発達についても老懸さるべ奮であるが情緒発達についての報告は少ない。著者は2～
 4才の分娩瞳害児について,そ『の精神発達扮諸発達にお・ける遅∫瓶問題の有無を検討した。
 調査対象はi群として国立仙台病院崖端人科で1`剣罰に出生したものから分娩障害[尼144槻
 対照として正常分娩児55鶴雌詳として仙台市北保健所で行友っている3才児検診の中から分娩
 瞳害囑76糺正常分娩児194例を選んだ。分娩障害群としては,狭義異常分娩と,未熟児,仮
 死,嬢i娠中難症及び以上の艶常を合併した』重複異常を含んでいる。
 調査方法はアンケートにより家族構成,養育者,躾,㌧・津縫達,情緒発達を調べるとともκ,母
 子共に面筏行動観察を行ない,さらに精神発達診断法を行衣つた。一部には脳波検査を施行した。
調査成績
 母親の訴え:分娩瞳雲群,正常分娩群ともに内容,程度もほy算し(,分娩陳書児に特別の関心
 不安は抱れていない。
 精神発達纏査成績:DQ平均値は正常分娩群と分娩瞳害群との融に差はなかったが,津守,稲毛
 式乳幼児精神瑳達診断法を醸成する要素中,運動,むとなとの交渉こどもとの交渉,食窺排泄
 牛活習既言語にむいて発達遅滞を認め,分娩魔害群就中電複異常1未熟児に多い傾向がみられた。
 情緒発達:清緒問題児は分娩障害群に多(,特iて落着巷のなさ,高度のかんしやく,攻撃的傾向
 は唄らかに分娩障害群π多発していた。
 癬翠:痙禁を有する小児では,情緒障害を示すものが多かった。
 身体的欠陥,奇形:分娩瞳書辞に多く出現する傾向があったが,精神発達,情緒発達には,明ら
 かな関連性は見出せ左かつた。
 養育環境:家族構成,養育者には正常分娩群,分娩障害詳聞に差異はみられないが,情緒問題児
 κは綾上の偏りをむしろ正常分娩群に多い傾向を認めた。
 10ケ月後の経過:構緒問題児29例中8例に幾分改善の傾向をみたが,他は全(不変であった。一
 脳波検査:正常劔鮮6例中2蝕分唖轄群24例中7例に驚潮見を認めた。
 以上の調査成毒よりみると,分暁薩害群では,DQ面では,正常分娩群に比して何ら差は認めら
 れないが,情緒発達の上でかなり明瞭な差が認められたことが最も注目された。
 よって,本論文は学位授与に値すると認める。
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